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CCE 法の導入により CE 溶出ピーク形状のモーメント解析が可能になり、反応（会合・解
離）速度定数を解析的に求めることが可能になった。しかし、CE 装置の性能上（印加圧力
の刻み）の制限からキャピラリー内に印加する外部圧力を微妙に調節することができない
ため、 CCE 条件下で CE 実験を行うことは実際には難しい。そこで、外圧を段階的に変化





(1 )  CCE法による溶質－界面活性剤ミセル間相互作用の速度解析  
(2 )  界面活性剤ミセル－複数のアミノ酸間の各相互作用の一斉解析  
 
【 CCE法による溶質－界面活性剤ミセル間相互作用の速度解析】  
ドデシル硫酸ナトリウム（ SDS）ミセルをリガンドとして利用する CE 系に本解析法を適
用し、 SDS ミセル－溶質分子間の相互作用の速度解析を行った。 溶質および電気浸透流
（ EO F）マーカーとして、チモール（ 2 .0  mmol  dm - 3）およびジメチルスルホキシド（ DMSO）
（ 0 .33%,  v /v）（いずれも電気的中性）を用いた。泳動液は、 20  mmol  dm - 3 リン酸緩衝水溶
液（ pH 7 .1）とメタノールとの混合溶液（ 80 /20 ,  v/v）に SDS を 15 .4  mmol  dm - 3（ C MC 以上
の濃度）溶解して調製した。シリカ溶融キャピラリー（内径 75  μm、外径 375  μm、全長 40 .2  
cm、有効長 30  cm）を使用し、 370  V cm - 1 の電位勾配を印加して電気泳動実験を行った。
また、キャピラリーに印加する外部圧力を -  0 .1～ 0 .1  p s i の範囲で変化させた。測定したチ
モールおよび DMSO の溶出ピークから C CE 条件下における溶出ピークの一次、二次モーメ
ントを求め、それらの値を解析した。  
チモールおよび DMSO の一次モーメント値を逐次近似法によって解析した結果、チモー
ル－ SDS ミセル会合体をキャピラリー内で停止するために印加する外部圧力は -  0 .082  p s i
であった。また、会合平衡定数は 6 .35  x  10 3  dm 3  mo l - 1 であった。一方、二次モーメント  
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研究成果の概要（つづき） 





－ SDS ミセル間相互作用の寄与を求めた。その結果、チモール－ SDS ミセル間相互作用の
会合速度定数および解離速度定数の測定値は各々 5 .6  x  10 4  dm 3  mo l - 1  s - 1 および 8 .7  s - 1 であ
った。  






ついて検討を行った。溶質として L-ドーパおよび L-チロシン、また EO F マーカーとして
DMSO を用いた。試料溶液中の両アミノ酸の濃度は各々 1 .5  mmol  dm - 3 であり、 DMSO 濃度
は上記と同様である。泳動液は、30  mmol  dm - 3 酢酸緩衝水溶液（ pH 5 .5）に SDS を 150  mmol  
dm
- 3 溶解（ CMC 以上の濃度）して調製した。シリカ溶融キャピラリー（内径 75  μm、外径
375  μm、全長 31  cm、有効長 20 .8  cm）を使用し、 323  V cm - 1 の電位勾配を印加して電気泳
動実験を行った。また、キャピラリーに印加する外部圧力を -  0 .1～ 0 .1  p s i の範囲で変化さ
せた。両アミノ酸の混合溶液を注入する場合（混合系）および L-ドーパだけを注入する場




も -  0 .088  ps i であった。また、会合平衡定数（ KA）、会合速度定数（ k a）および解離速度定
数（ k d）の測定値は以下の通りであった。  













k d  =  11  s
- 1
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- 1
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